
【障害物に対する衝突防⽌装置】  Apple 

 

①要約： 

Apple が自動運転技術において障害物を回避するアルゴリズムを開発しており、具体的な

仕組みや実証実験の進捗について述べられています。 

 

②目的： 

このアイデアは、安全性を向上させることを主な目的としています。障害物との衝突を回

避し、運転者や周囲の安全を確保するために開発されています。 

 

③新規性： 

このアイデアは、コンピュータビジョンやセンサーデータを活用して障害物を検知し、リ

アルタイムで回避行動を決定するという点で新規性があります。また、Google など他社も

自動運転技術に取り組んでいる中で、Apple が独自のアプローチを打ち出しています。 

 

④独自性： 

このアイデアは、自社独自の技術やモデルに基づいて開発されており、その特許もApple

が出願しています。また、実証実験において自社所有の車両を使用して技術の信頼性を検

証している点でも独自性があります。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、自動車産業における安全性向上や運転支援システムの発展に貢献するこ

とで経済的な価値を持ちます。さらに、自動運転技術の市場参入によりApple の事業領域

を拡大し、競争力を高める可能性があります。 


